

































な障害"と位置づけられている (AmericanPsychiatric Association， 1994)。高機能自
閉症及びアスペルガー症候群における社会性の障害は、多くの二次的な問題を生じさ
せる O そうした障害の改善に向けた支援の方法にソーシャルスキルトレーニング
(Social Skills Training、以下 SSTと記載する)がある O 自閉症を中心として広汎性発



















(Barnhill， Cook， Tebbenkamp， & Males， 2002; Bauminger， 2002; Lacava， Golan， 
Baron-Cohen， & Myle， 2007; Solomon， Goodlin-Jones， & Anders， 2004; Tse， 
Strulovitch， Tagalakis， Meng， & Fombonne， 2007; Webb， Miller， Pierce， Stawser， & 
J ones， 2004)、挨拶の仕方(Barry，Klinger， Lee， Palardy， Gilmore， Bodin， 2003; 
Kamps， Leonard， Vernon， Dugan， Delquadri， Gerston， Wade， & Fork， 1992)、会話
のノレールに関すること(会話を始めること、会話に応じること、会話を維持すること、
会話の順番を守ること等 o Barry ら， 2003; Chung， Reavis， Mosconi， Drewry， 
Matthews， & Tasse， 2007; Kampsら， 1992; Marriage， Gordon， & Brand， 1995; 
Ozonoff and Milner， 1995; Sansosti and Powell-Smith， 2006; Solomonら， 2004;Tse 
ら， 2007)、アイコンタクト (Marriageら， 1995; Tseら， 2007)、自身をコントロールす
ること (Webb ら， 2004; Coyle & Cole， 2004)、スクリプトの形成(Barry ら， 2003; 








No. 研究者名 対象 対象児の診断名の内訳 対象児の児数 年齢
11Barnhillら(2002) 8アスペルガー症候群児、品機能自閉症児 12-17歳
21Barryら(2003) 4高機能自閉症児 6-9歳
31 Bauminger(2002) 15 高機能自閉症児 8-17歳
41Chungら(2007) 4高機能自閉症児 6-7歳
51Coyle & Cole (2004) 3自閉症児 9-11歳
幼稚園児





10 Mitchellら(2006) 6自閉症スペクトラム児 14-15歳
1 Ozonoff and Milner(1995) 9晶機能自閉症児(介入そのものは5名に実施) 11-16歳
12 Sansosti and Powell-Smith (2006) 3アスペルガー症候群児 9-11歳
アスペルガー症候群児、高機13 Solomonら(2004) 18 能自閉症児 8-12歳
14 Tseら(2007) 46 高機能自閉症児 13-18歳
15 Webbら(2004) 10 高機能自閉症の男児 12-17歳
j主)SSRS(Social Skils Rating System; Greham & Eliot， 1990) 
SRS(Social Responsiveness Scale; Constantino， Przybeck， Friesen， & Todd， 2000) 
取り上げられたソーシャルスキル 訓練の期間 評価の方法 効果の有無
感情の認知及び表現 12週間 顔認知の課題 なし
挨拶や会話など 8週間 両親へのインタ ありビュー 、SSRS
社会的な認知、感情の理解、社会的相互作用 7ヶ月 観察による評価 あり
親へのインタビュー並び、に行動観察から選ばれたコミュ 12週間 直接的な観察に 3/4人ありニケーションスキル よって得点化
自己モニタリング 1週間 ビデオによる行 あり動観察
スクリプトの形成 5-10日間 観察記録 あり
挨拶、会話を始めること、会話に応じること、会話を維持 ビデオの分析にすること、お世辞を言ったり受けたりすること、会話の順 9ヶ月 よる得点化 あり番を守ること等
感情認知に関す
コンビュータを使った感情の認知 10週間 るテストによる あり
得点化
挨拶やアイコンタクト、会話をいつ終わらせるか等 8週間 親によるチェック なし
喫茶庖での振る舞い 6週間 ビデオによる行 なし動観察
社会的な相互作用や会話の技術 7週間 SSRS あり
チームメイトを怒鳴ること、連呼すること、会話の途中で 休憩時間におけ
席をたつ、適切ではないコメントを述べること、会話を始 不明 る積極的な相互 あり
める、グループ活動に参加すること 作用の数
顔表情認知子ス
友人関係、感情面の気づき、会話のスキル 20週間 トや問題解決テ あり
ス卜
アイコンタクト、自己紹介、感じていることへの気づ、きや
その表現の仕方、非言語的なコミュニケーションを再現 12週間 SRS等のチエツ ありすること、傾聴すること、会話のスキル、からかいやいじ クリスト
めへの対処、食事マナーなど
考えや賞賛を他人と共有すること、支援を提供すること、




と大凡次のようになった O 就学前の子どもを対象とした研究(Goldstein& Cisar， 
1992)、小学校低学年を対象とした研究(Baryら， 2003; Chungら， 2007; Kampら，
1992)、小学校中高学年を対象とした研究(Coyle& Cole， 2004; Lacava ら， 2007; 
Marriageら， 1995; Sansosti & Powell-Smith， 2006; Solomonら， 2004)、中学生以上
を対象とした研究(Barnhillら， 2002; Mitchellら， 2006; Ozonoff & Milner， 1995; Tse 











であったもの(Barnhillら， 2002; Barryら， 2003; Chungら， 2006; Lacavaら， 2007;
Marriageら， 1995; Solomonら， 2004;Tseら， 2007)、2ヶ月未満であったもの(Coyle
& Cole， 2004; Goldstein & Cisar， 1992; Mitchellら， 2006; Ozonoff & Milner， 1995; 










動主義に基づいてなされた SSTである O つまり、ベースラインがあり、その後一定期
間の賞賛などの強化あるいはトレーニングがなされ、その後に評価するという形式で
? ?? ?
おこなわれた介入である(例えば Kamp ら， 1992; Webb ら， 2004; Sansosti and 
Powell-Smith， 2006; Ozonoff and Milner， 1995; Tseら， 2007)。これらの研究は数多
くなされており、その多くで一定の介入効果があることが示されていた(例えば、 Coyle
& Cole， 2004; Goldstein， & Cisar， 1992; Kampsら， 1992; Lacavaら， 2007; Parson & 
Mitchell， 2002; Ozonoff， & Milner， 1995; Sansosti， & Powell-Smith， 2006; Solomon 
ら， 2004;Tseら， 2007;Webbら， 2004;Chungら， 2006)。例えば、 Kampら(1992)は、
7歳の高機能自閉症男児 3名を対象とし、挨拶の仕方、会話を始めること、会話に応
じること、会話を維持すること、お世辞を言ったり受けたりすること、会話の順番を
守る等を取り上げて SSTをおこなった O 評価については、介入後の行動についてビデ
オ観察をおこない、生起したソーシャルスキルの頻度を得点化することによっておこ
なわれた O また Tseら(2007)は、 13歳から 18歳までの高機能自閉症児 46名を対象









は、 6歳から 9歳までの 4名の高機能自閉症児(男児 3名、女児 1名)を対象に挨拶や















たo 6週間半の介入の前後で 5つのうち 4つのスキルがロールプレイ中に有意に増加






Rao ら(2008)は 「自然の社会的な文脈において適当な相互作用ができることが SST
の到達点である Jであると主張した O つまり、地域での実践あるいはそれに近い形態









のインタビューやチェックリスト(例えば、 Ozonoff，& Miller， 1995; Webbら， 2004; 
Solomonら， 2004)、他者(教師等)による評価(例えば、 Ozonoff，& Milner， 1995)、対
象児の自己評価(例えば、 Barry ら， 2003)、観察(ビデオ観察を含む)による評価
(Baumingerら， 2002;Chungら， 2007; Sansosti and Powell-Smith， 2006; Kampsら，
1992; Mitchell ら， 2006)、課題による評価(Barnhill ら， 2002; Lacava ら， 2007; 
Solomonら， 2004)であった O こうした方法を用いることの問題点として、親や教師な
どが評価するのか、介入に参加した専門家が直接評価するのか、あるいは介入に参加
しなかった専門家が評価するのかによって結果が異なる可能性があげられている
ほao，Beidel， & Murray， 2008)。介入毎に評価方法が異なっている以上、効果の有無
を一元的に議論することは困難であろう。こうした問題を可能な限り少なくすること
を目的として、 SRS(SocialResponsiveness Scale)等のチェックリストが開発され広
く用いられ始めている (Barry ら， 2003; Ozonoff and Milner， 1995; Tse ら， 2007; 
Webbら， 2004)0SRSは、 Constantino，Przybeck， Friesen， & Todd(2000)によって開
発されたものであり、広汎性発達障害児の社会的な相互行為について得点化する目的
で作成された o 4歳から 14歳までを対象とし 65の質問項目によって構成され、それ































6 言語的な障害 6 言っていることを断片的に理解できている











いることが明らかにされた D 同時に、取り上げられた SSTの種類に関係なく、多くの
研究において概ね効果があることも確認された O また、今回取り上げた先行研究にお
いては、対象児の年齢は就学前から中学生以上まで研究によって様々であること、介
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